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第５章　「緊急復興のための地図情報作成調査」の成果品の利活用状況

　１：100,000 地形図の利活用の実態について、関係機関を訪問し調査した。

　

５－１　公共事業運輸省での利活用

　公共事業運輸省（ＭＰＷＴ）では８つの部局があり、各部署に１：100,000地形図１セット（36

シート）を配布し、総合局には土地利用図と地形地質図が配布されている。これらは紙地図であ

りCD-ROMは Public Works Research Center（マッピングセンター）のみが所有しているという

状況で、数値データの加工やＧＩＳへの利用は、カウンターパートである研究センターのマッピ

ングセクションでの利用に限られているのが現状である。

　同マッピングセンターでは、地形数値データを前回プロジェクト終了後に引き渡されたCADソ

フト、ＧＩＳソフト、ＰＣを活用して、大縮尺の地域ごとの市街地道路整備計画図（Urban Road

Rehabilitation）、広域道路網図の作成、灌漑整備プロジェクトの基礎図としての利用、「道路網計

画のためのＧＩＳ」の構築によるマスタープランの作成などを実務として行っており、カウン

ターパート内部では有効に利用されているといえる。（収集資料－ 32、33）

　しかし、土地利用図や地形地質図は公共事業運輸省内でも十分な応用利用がなされていないと

いうのが印象である。

　公共事業運輸省の出先機関では、各州（23 Provinces）事務所に１：100,000地形図が英語版で

２セット、クメール版で 10 セットが配布されているが、特別行政区の Sihanoukvi l le にある

ＭＰＷＴの地方事務所の１つを訪問した結果では以下のような実状であり、今後、成果の全国的

普及を図るためには、ＰＣなどの機器とともに、利用技術の向上への援助も欠かせないものとい

える。

５－２　ＭＰＷＴ地方事務所での利活用

　フェーズⅠプロジェクトの成果（１：100,000 地形図等）の地方出先機関での利用状況を調査

するため、Sihanoukville にあるＭＰＷＴの地方事務所を訪れた。Director の So 氏の説明によれ

ば、同事務所にはフェーズⅠの成果図１式が１セットあるが、１部しかないので必要な部分はコ

ピーして使用しているということであった。管轄のSihanoukvilleが含まれる１：100,000地形図

は、会議室の机のガラス版の下に備えられているが、実務で日頃利用している様子はなかった。

土地利用図についても農業省の出先で利用しているとのことだが、当事務所では利用していない

という。

　このように地方事務所には紙地図は送られてきているが、デジタル版はデータを扱える性能の

ＰＣがないため、全く利用されていない。今後、成果の全国的普及を図るためには、ＰＣなどの
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機器とともに、利用技術の向上への援助も欠かせないものといえる。

　同事務所には87人の職員がいるが、今後デジタルマッピングデータを利用できるようなスタッ

フのトレーニングが不可欠であり、強く要望しているのが現状である。

５－３　関係機関への成果品配布状況

（1）各省庁等への配布実績

　国際機関を含む関係省庁等への成果品の配布状況は表５－１のとおりである。省庁へは７つ

の機関に配布されているが、CD-ROMの配布は国土管理・都市計画／建設省とメコン川委員会

（ＭＲＣ）だけであり、配布部数も大半が１セットと利用拡大を促進するうえで消極的な面が

多々うかがわれた。

表５ー１　各省庁、機関への成果品配布状況

公共事業・運輸省各部

Tourism

National Dependent

Water Resources & Meterology

Industry mines and Energy

Agriculture Forestry and Fishery

Ministry of Environment

Education and Youth & Sports

Rural development

Land Management, Urban
Planning and Construction

Ministry of  Defend

ＣＮＭＣ

Mekong River Committee

ＪＩＣＡ
　　　

合　計

7 7 1 1 1

1 1

1 1

16 16

24 24 1 1

20 20 1

6 6

14 14

12 12

2 2 2 2 １

48 48

2 2 1 1

1 1 1 1

2 2 2 2 1

156 155 8 7 3

１：100,000地形図

英語版 クメール版
土地利用 地形・地質 CD-ROM配布先

CD-ROM以外の単位は、セット（１ set；36 シート）



－ 36 －

（2）プノンペン市所在の省庁、その他公的機関への配布

　表５－２に示すように 17 の機関に英語版、クメール語版それぞれ各１セットで合計英語版

17 セット、クメール版 17 セットが配布されている。

　表５－２　プノンペン市所在の省庁、公的機関への配布先一覧

単位：セット

　　　　　機関名 英語版 クメール版

王室庁 １ １

Council　of Ministers １ １

Cabinet of CPP １ １

Cabinet of FUNCINPEC １ １

国立図書館 １ １

カンボディア赤十字 １ １

地雷活動センター（ＣＭＡＣ） １ １

プノンペン大学 １ １

プノンペン大学図書館 １ １

カンボディア技術学院 １ １

公共事業運輸省　図書館 １ １

内務省 １ １

外務・国際省 １ １

教育・青年・スポーツ省 １ １

王立農業大学 １ １

Agriculture of Preaek Lieb １ １

商務省 １ １

　　　　　合　計 34 34

（3）地方各州への配布実績

　全国 23州の各地域（District）及び州内の各部局に配布した１：100,000地形図の配布実績は

表５－３のとおりである。英語版各 95 部、クメール語版各 279 部が配布されている。

表５－３　地方組織（Province、Province　Cabinet、Department）への配布状況　

　　　機　関 英語版 クメール版

Province  Cabinet 25 25

ＭＰＷＴ地方事務所 24 24

各州のDistrict 等 46 115

　　　合　計 95 279
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（4）その他の配布先機関

　各省庁の個別プロジェクト（ＪＩＣＡ専門家含む）からの要望、海外民間機関、非政府団体

（ＮＧＯ）等からの申し込みによって配布した成果品の状況を表５－４に示す。

表５－４　プロジェクト機関、コンサル等民間機関、ＮＧＯへの成果品配布状況

プロジェクト、専門家

民間要望機関
　　　　　

合　計

6 1 2 2 3

17 2 6 6 17

23 3 8 8 20

１：100,000地形図

英語版 クメール版
土地利用 地形・地質 CD-ROM配布先

（5）配布実績の集計

　上記の各機関等に配布したフェーズⅠプロジェクトの成果である１：100,000 地形図、土地

利用図等の配布実績を取りまとめると、地形図については英語版308セット（約20％）、クメー

ル版 322 セット（約 65％）、CD-ROM は 23 枚（23％）が活用のため配布された。しかしなが

ら、公共事業運輸省、地籍地理局以外の省庁では、実務担当者レベルで、これらの成果の存在

が十分知れわたっていないことが大半で、今後成果の利活用のための積極的方策を、本格調査

実施の段階から検討することが肝要といえる。

５－４　主な地図利用機関の地形図等利用の現状

　公共事業運輸省以外の省庁で、実際の業務に成果図を少しでも活用している機関として、下記

の省庁があげられる。　

（1）農林水産省　

　農林水産省の森林局を訪ね、森林、自然保護行政における地図利用の現状についてヒアリン

グしたが、局長は１：100,000 地形図は基本的に目的が異なることから、ほとんど利用してい

ないということであり、実際の業務ではランドサットTMの衛星データにより「Forest and Land

Cover Map-1/250,000」を作成しこれをベースとしている。

　また、森林伐採、造林計画、インベントリーに使う地図は１：5,000 をベースとしており、

ＪＩＣＡの１：100,000 図は全く利用されていない。しかし、衛星データを利用した森林の状

況を委託業務として解析している民間コンサルの技術者は、１：100,000 地形図は新しい位置

の情報などを対照するのに利用できるので次の調査成果を待ち望んでいるとのことであった。
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